






新生児マススクリーニングが実施され10年を経過し,受診率約99%,患者発見治療成績も十

分であるが,このスクリーニングシステムにも多くの問題点があり,改善への努力を必要と

している。昨年指摘した問題点の具体的な解決法を実際に施行した経験を加えて考察した。 


